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県内におけるアカバネ病の発生について 

 このことについて、令和８年 10 月 27 日に一関市で、本県では 15 年ぶりにアカバネ病

が発生しましたので、お知らせします。 

 本病は、ウイルス感染によって牛やめん山羊に異常産（流産、早死産、子牛の関節わ

ん曲などの体形異常、大脳欠損症など）を引き起こす疾病で、治療法はありませんが、

ワクチンで予防することができます。本病ウイルスは、夏から秋にかけてヌカカによっ

て感染し、異常産はその年の冬から翌年春にみられます。 

 本県では、平成 22 年の秋～平成 23 年の春に 119 頭の発生が確認されましたが、近年、

発生がなかったことから、今年度（８月末時点）のワクチン接種率は約６割に低下して

います。 

 つきましては、本病の発生防止のため、貴会会員の牛、めん山羊の生産者に対して、

次の事項について、別添リーフレット等を活用して、注意喚起をお願いします。 

 なお、詳細については、家畜保健衛生所にお問合せください。 

記 

１ 妊娠牛の観察を毎日行い、異常産（流産、早死産、子牛の関節わん曲などの体形異

常）など、本病を疑う症状を発見したら、直ちに家畜保健衛生所に通報すること。 

 

２ 本病はワクチンを接種することで予防できることから、ヌカカが活発になる時期（４

月～６月）の前にワクチン接種を実施すること。 

 

 

 

 

 

 

 

【振興・衛生担当 昆野 電話 019-629-5729】 




